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ず
全
体
の
六
割
の
人
が
「
家
族
が
中

心
と
な
り
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
補
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
在
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の

期
待
と
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る

結
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
必
要
と
な
る
の
か

　
長
寿
国
で
あ
る
日
本
は
、
平
均
寿

命
が
男
女
と
も
七
五
歳
以
上
と
、
諸

外
国
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
五
年
で

四
〇
六
万
人
で
あ
っ
た
六
五
歳
以
上

の
人
口
は
、
平
成
六
年
に
は
、
そ
の

四
倍
強
の
一
七
五
九
万
人
に
増
加
し

ま
し
た
。
こ
の
先
の
二
〇
一
〇
年

（
平
成
二
二
年
）
に
は
、
二
七
七
五
万

人
と
、
国
民
の
五
人
に
一
人
が
高
齢

者
と
な
る
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
誰
で
も
病
気
が

ち
に
な
っ
た
り
、
身
体
が
自
由
に
動

か
な
く
な
っ
た
り
と
、
日
常
の
生
活

が
だ
ん
だ
ん
と
困
難
に
な
っ
て
き
ま

　
こ
こ
で
大
切
な
役
割
を
果
た
す
の

が
、
介
護
の
専
門
職
で
あ
る
「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
」
で
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
家

庭
を
訪
問
し
、
食
事
や
入
浴
、
着
替

え
の
介
助
等
、
身
の
回
り
の
全
て
に

わ
た
る
手
助
け
を
行
う
人
を
言
い
ま

す
。
介
助
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
心
と
身
体
の
ケ
ア
を
す
る

大
切
な
存
在
で
す
。
し
か
し
現
在
で

は
、
こ
う
い
っ
た
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
大

幅
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
厚
生
省
の
調
べ
で
も
、「
世
帯
の

誰
か
が
介
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
ど
う
す
る
か
」
の
問
い

に
対
し
、
介
護
経
験
の
有
無
を
問
わ

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
始
め

た
の
は
昭
和
六
一
年
こ
ろ
か
ら
で

す
。
そ
の
後
の
高
齢
化
を
受
け
て
、

平
成
六
年
に
、
厚
生
省
は
介
護
の
た

め
の
様
々
な
施
設
の
増
設
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
よ
う
に
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
人
た
ち
の
増
員
を
目
指

し
た
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
よ
る
と
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
、
平
成
十
一
年

ま
で
に
六
万
人
か
ら
十
七
万
人
に
増

や
す
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

時
点
で
も
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

百
人
に
対
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

六
人
程
と
、
ま
だ
ま
だ
大
幅
に
不
足

し
て
い
ま
す
。
い
か
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
育
成
し
て
い
く
か
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
の
、
今
後

の
大
き
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
資
料
：
総
務
庁
統
計
局
「
国
勢
調
査
」
及
び

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
推

計
人
口
」、
厚
生
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」「
社
会
福
祉
施
設
等

す
。
そ
こ
で
何
か
の
手
助
け
、
つ
ま

り
「
介
護
」
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
今
、
何
ら
か
の
形
で
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
は
二
〇
〇
万

人
余
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後

は
さ
ら
に
増
加
し
、
二
〇
〇
〇
年

（
平
成
十
二
年
）
に
は
二
八
〇
万
人
、

二
〇
二
五
年
（
平
成
三
七
年
）
に
は

五
三
〇
万
人
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
高
齢
者
の
介
護
は
、
家
族

が
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
出
生
率
の

減
少
に
よ
り
、
家
族
の
人
数
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
身
内
に
よ

る
介
護
は
段
々
と
大
変
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
介
護
を
し
て
い
る
人

が
、
同
じ
高
齢
者
で
あ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

調
査
」「
患
者
調
査
」「
老
人
保
健
施
設
実
体
調

査
」「
平
成
四
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」、
厚
生

省
老
人
保
健
福
祉
局
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に

な
れ
ば

■
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
で
活
躍
で

き
ま
す

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
個
人
宅
へ

出
向
い
て
介
護
を
行
う
こ
と
の
他

に
、
老
人
保
健
施
設
や
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
福
祉
施
設
の
介
護
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、
ま
た
、
病
医
院
な
ど
医

療
機
関
の
院
内
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指

せ
ま
す

介
護
福
祉
士
と
は
、
介
護
指
導
を
含

め
介
護
に
係
わ
る
仕
事
に
従
事
す
る

た
め
の
国
家
資
格
で
す
。
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
三
年
間
業
務
に
従
事

す
る
と
、
介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。

■
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
技

術
や
知
識
を
活
か
せ
ま
す

地
域
の
高
齢
者
が
社
会
活
動
に
参
加

す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
人

た
ち
が
必
要
で
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
の
確
か
な
技
術
と
知
識

は
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
役
立
ち
ま
す
。

■
自
分
の
家
族
の
た
め
に

一
番
身
近
な
家
族
を
介
護
す
る
と
き

で
も
、
身
に
つ
け
た
技
術
と
知
識

は
、
介
護
を
す
る
方
の
大
き
な
自
信

と
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
高
等
部
の
「
家
政
福
祉

コ
ー
ス
」
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
の
資
格
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
す
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平
成
九
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
、
正
心
実
業
専
門
学
校

高
等
部
生
徒
た
ち
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
修
学
旅
行
を
体
験
し
た
。
こ

の
旅
行
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
習
慣
に
身
を
お
い
て
生
活
す
る
こ

と
で
、
日
本
と
異
な
る
文
化
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
街
で
の
文
化
や
郊
外
で
の
自
然
に

直
接
触
れ
る
こ
と
で
生
徒
た
ち
は
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
価
値
観
と
新
し

い
考
え
方
の
も
の
さ
し
が
芽
生
え
た

よ
う
だ
。

　
正
心
実
業
の
生
徒
た
ち
は
と
に
か

く
よ
く
歩
く
。
そ
し
て
多
く
の
こ
と

に
よ
く
感
動
し
た
。

　
街
の
中
の
移
動
は
、
歩
く
こ
と
と

共
に
公
共
の
交
通
機
関
（
地
下
鉄
・

フ
ェ
リ
ー
・
モ
ノ
レ
ー
ル
・
タ
ク

シ
ー
）
を
利
用
す
る
。
料
金
の
支
払

い
方
や
乗
り
降
り
の
仕
方
、
車
内
で

の
地
元
の
人
た
ち
の
様
子
な
ど
、
日

本
と
の
習
慣
の
違
い
が
よ
く
分
か

る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
古
く
か
ら
住

む
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
方
々
と
の
交
流
で

は
、
文
字
で
の
記
録
を
残
さ
な
か
っ

た
彼
等
の
歴
史
を
込
め
た
独
自
の
デ

ザ
イ
ン
や
音
楽
そ
し
て
踊
り
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、ブ
ー
メ
ラ
ン
の
製
作
を

通
し
て
あ
た
た
か
い
人
柄
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
で
は
の
食
事

と
い
う
こ
と
で
、自
分
の
顔
く
ら
い
大

き
な
ス
テ
ー
キ
や
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
を

試
し
た
。
さ
ら
に
個
々
で
は
、
自
分
で

英
語
を
駆
使
し
な
が
ら
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
し
た
り
、店

で
メ
ニ
ュ
ー
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。公
衆
電
話
も

違
和
感
な
く
利
用
し
、も
う
一
人
で
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
基
本
的
な
生
活

が
で
き
る
自
信
が
少
し
湧
い
て
き
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
で
あ
る
。

　
シ
ド
ニ
ー
の
名
所
の
一
つ
と
し
て

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
た
だ
見
る

だ
け
で
な
く
、
全
員
が
こ
の
建
築
の

あ
る
風
景
を
、
地
元
の
人
た
ち
の
励

ま
し
に
応
え
な
が
ら
、
ス
ケ
ッ
チ
を

し
た
。
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
変
化

す
る
風
や
光
を
、
皆
が
肌
で
感
じ
、

楽
し
ん
で
い
た
。

　
最
終
日
に
は
、
恒
例
の
さ
よ
な
ら

パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
正
心
実
業
の
生
徒

た
ち
だ
け
の
た
め
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ

れ
た
ク
ル
ー
ズ
船
で
催
さ
れ
た
。
こ

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
向
け
て
製
作
し
た

自
作
の
ド
レ
ス
を
身
に
着
け
、

ち
ょ
っ
と
大
人
の
自
分
を
感
じ
な
が

ら
旅
行
の
行
程
を
し
め
く
く
っ
た
。

写
真
上
か
ら
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
存
る
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ

・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
方
々
と
の
交
流
・
船
上
で
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

・
地
下
鉄
の
車
内
・
コ
ア
ラ
と
い
っ
し
ょ
・
羊
の
毛
刈
体
験

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行

日
本
と
異
な
る
文
化
と
習
慣
を
体
験
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【
漢
字
能
力
検
定
】

　【
五
級
】﹇
高
等
部
﹈
辻
　
奈
月

（
松
戸
市
立
　
第
二
中
学
校
）

　【
七
級
】﹇
高
等
部
﹈
内
海
　
悦
子

（
取
手
市
立
　
野
々
井
中
学
校
）、
梶
野

　
綾
奈
（
我
孫
子
市
立
　
湖
北
中
学

校
）、
永
嶋
　
志
寿
恵
（
鎌
ヶ
谷
市
立

　
第
四
中
学
校
）、
石
口
　
佳
苗
（
流

山
市
立
　
東
深
井
中
学
校
）、
菊
地
　

由
佳
里
（
岩
井
市
立
　
岩
井
中
学
校
）

【
電
卓
技
能
検
定
】

　【
四
級
】﹇
高
等
部
﹈
梶
野
　
綾
奈

（
我
孫
子
市
立
　
湖
北
中
学
校
）、
川
津

　
亜
子
（
野
田
市
立
　
第
一
中
学
校
）、

小
森
　
美
砂
子
（
取
手
市
立
　
第
一
中

学
校
）、
佐
々
木
　
綾
子
（
流
山
市
立

　
南
流
山
中
学
校
）、
永
嶋
　
志
寿
恵

（
鎌
ヶ
谷
市
立
　
第
四
中
学
校
）、
檜
山

　
沙
織
（
藤
代
町
立
　
藤
代
南
中
学

校
）、
渡
辺
　
真
弓
（
取
手
市
立
　
第

一
中
学
校
）

　【
五
級
】﹇
高
等
部
﹈
安
蒜
　
ゆ
き

え
（
野
田
市
立
　
福
田
中
学
校
）、
石

塚
　
典
子
（
守
谷
町
立
　
守
谷
中
学

校
）、
稲
見
　
由
紀
（
藤
代
町
立
　
藤

代
中
学
校
）、
高
木
　
良
枝
（
沼
南
町

立
　
風
早
中
学
校
）、
石
口
　
佳
苗

（
流
山
市
立
　
東
深
井
中
学
校
）
　

　【
六
級
】﹇
高
等
部
﹈
小
林
　
由
香

利
（
沼
南
町
立
　
大
津
ヶ
丘
中
学
校
）、

椎
名
　
仁
美
（
伊
奈
町
立
　
伊
奈
中
学

校
）、
高
橋
　
ひ
と
み
（
守
谷
町
立
　

守
谷
中
学
校
）

　【
七
級
】﹇
高
等
部
﹈
坂
尾
　
陽
子

（
取
手
市
立
　
永
山
中
学
校
）

【
硬
筆
書
写
技
能
検
定
】

　【
四
級
】﹇
高
等
部
﹈
川
津
　
亜
子

（
野
田
市
立
　
第
一
中
学
校
）、
坂
尾
　

陽
子
（
取
手
市
立
　
永
山
中
学
校
）、

佐
々
木
　
綾
子
（
流
山
市
立
　
南
流
山

中
学
校
）、
椎
名
　
仁
美
（
伊
奈
町
立

　
伊
奈
中
学
校
）、
永
嶋
　
志
寿
恵

（
鎌
ヶ
谷
市
立
　
第
四
中
学
校
）、
根
本

　
恵
（
藤
代
町
立
　
藤
代
中
学
校
）、

渡
辺
　
真
弓
（
取
手
市
立
　
第
一
中
学

校
）、
石
口
　
佳
苗
（
流
山
市
立
　
東

深
井
中
学
校
）、
井
上
　
美
由
紀
（
春

日
部
市
立
　
武
里
中
学
校
）

木
　
綾
子
（
流
山
市
立
　
南
流
山
中
学

校
）、
永
嶋
　
志
寿
恵
（
鎌
ヶ
谷
市
立

　
第
四
中
学
校
）、
米
山
　
由
理
（
守

谷
町
立
　
愛
宕
中
学
校
）

【
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
振
興
協

会
洋
裁
技
術
検
定
】

 

【
上
級
】﹇
専
門
部
﹈
西
田
　
静
香

（
正
心
実
業
専
門
学
校
　
高
等
部
）

 

【
中
級
】﹇
高
等
部
﹈
小
森
　
美
砂

子
（
取
手
市
立
　
第
一
中
学
校
）、
坂

斉
　
智
子
（
竜
ヶ
崎
市
立
　
愛
宕
中
学

校
）、
佐
々
木
　
綾
子
（
流
山
市
立
　

南
流
山
中
学
校
）、
永
嶋
　
志
寿
恵

（
鎌
ヶ
谷
市
立
　
第
四
中
学
校
）、
米
山

　
由
理
（
守
谷
町
立
　
愛
宕
中
学
校
）

 

【
初
級
】﹇
高
等
部
﹈
石
塚
　
典
子

（
守
谷
町
立
　
守
谷
中
学
校
）、
稲
見
　

由
紀
（
藤
代
町
立
　
藤
代
中
学
校
）、

内
海
　
悦
子
（
取
手
市
立
　
野
々
井
中

学
校
）、
小
林
　
由
香
利
（
沼
南
町
立

　
大
津
ヶ
丘
中
学
校
）、
高
木
　
良
枝

（
沼
南
町
立
　
風
早
中
学
校
）、
根
本
　

恵
（
藤
代
町
立
　
藤
代
中
学
校
）、
渡

井
　
貴
子
（
守
谷
町
立
　
愛
宕
中
学

校
）、
渡
辺
　
真
弓
（
取
手
市
立
　
第

一
中
学
校
）

【
秘
書
技
能
検
定
】

 

【
三
級
】﹇
高
等
部
﹈
小
森
　
美
砂

子
（
取
手
市
立
　
第
一
中
学
校
）

【
日
本
語
文
書
処
理
（
ワ
ー
プ
ロ
）

技
能
検
定
】

 

【
三
級
】﹇
高
等
部
﹈
米
山
　
由
理

（
守
谷
町
立
　
愛
宕
中
学
校
）

　【
四
級
】﹇
専
門
部
﹈
西
田
　
静
香

（
正
心
実
業
専
門
学
校
　
高
等
部
）、

﹇
高
等
部
﹈
川
津
　
亜
子
（
野
田
市
立

　
第
一
中
学
校
）、
小
林
　
由
香
利

（
沼
南
町
立
　
大
津
ヶ
丘
中
学
校
）、
小

森
　
美
砂
子
（
取
手
市
立
　
第
一
中
学

校
）、
佐
々
木
　
綾
子
（
流
山
市
立
　

南
流
山
中
学
校
）、
永
嶋
　
志
寿
恵

（
鎌
ヶ
谷
市
立
　
第
四
中
学
校
）、
檜
山

　
沙
織
（
藤
代
町
立
　
藤
代
南
中
学

校
）、
渡
井
　
貴
子
（
守
谷
町
立
　
愛

宕
中
学
校
）、
渡
辺
　
真
弓
（
取
手
市

立
　
第
一
中
学
校
）

発行  正心実業専門学校
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た
く
さ
ん
の
成
果
と
資
格
を
得
て

　
平
成
九
年
三
月
六
日
野
田
市
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
卒
業
式

と
恒
例
の
卒
業
作
品
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
厳
か
な
卒

業
式
の
後
、
在
校
生
が
準
備
し
た
華

正

心

実

業

専

門

学

校

　

卒

業

式

卒
業
制
作
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
か
な
シ
ョ
ー
で
は
、
卒
業
生
が
三

年
間
の
成
果
を
披
露
し
た
。

卒
業
式
で
呼
名
さ
れ
た

各
種
表
彰
・
資
格
取
得
者

（
か
っ
こ
内
は
出
身
校
）

﹇
卒
業
と
同
時
に
付
与
さ
れ
る
専
門
士

の
称
号
及
び
大
学
入
学
資
格
は
省
略
﹈

【
全
国
専
修
学
校
学
生
表
彰
】

 

﹇
専
門
部
﹈
西
田
　
静
香
（
正
心
実

業
専
門
学
校
　
高
等
部
）

 

﹇
高
等
部
﹈
小
森
　
美
砂
子
（
取
手

市
立
　
第
一
中
学
校
）

【
皆
勤
賞
】

 
﹇
高
等
部
﹈
藤
井
　
智
紗
（
柏
市
立

　
柏
第
四
中
学
校
）

【
第
十
一
回
全
国
服
飾
学
校
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
】

　【
入
選
】﹇
専
門
部
﹈
鈴
木
　
則
子

（
正
心
実
業
専
門
学
校
　
高
等
部
）、
西

田
　
静
香
（
正
心
実
業
専
門
学
校
　
高

等
部
）、
横
山
　
絵
美
（
正
心
実
業
専

門
学
校
　
高
等
部
）

【
第
十
二
回
全
国
服
飾
学
校
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
】

 

【
入
選
】﹇
高
等
部
﹈
高
木
　
良
枝

（
沼
南
町
立
　
風
早
中
学
校
）、
坂
斉
　

智
子
（
竜
ヶ
崎
市
立
　
愛
宕
中
学
校
）、

米
山
　
由
理
（
守
谷
町
立
　
愛
宕
中
学

校
）

【
准
教
員
資
格
認
定
】

 

﹇
高
等
部
﹈
小
森
　
美
砂
子
（
取
手

市
立
　
第
一
中
学
校
）、
坂
斉
　
智
子

（
竜
ヶ
崎
市
立
　
愛
宕
中
学
校
）、
佐
々

手製のフォーマルドレスを着てファッションショーに臨む卒業生

第 12号 1997年（平成 9年）４月５日
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ニ
ュ
ー
ス

正
心
実
業

合
格
お
め
で
と
う

平
成
八
年
度
八
月
ま
で
の
各
検
定
合
格
者

日
本
商
工
会
議
所
日
本
語
文

書
処
理
技
能
（
ワ
ー
プ
ロ
技

能
）
検
定
●
三
級
　
米
山
由

里
（
守
谷
愛
宕
中
）
●
四
級
　

川
津
亜
子（
野
田
第
一
中
）・
長

妻
由
美
子
（
谷
和
原
小
絹
中
）

漢
字
能
力
検
定
●
六
級
　
辻

奈
月（
松
戸
第
二
中
）・
長
妻
由

美
子
（
谷
和
原
小
絹
中
）
●
七

級
　
石
口
佳
苗
（
流
山
東
深
井

中
）・
松
本
真
依
（
取
手
永
山

中
）・
岡
田
美
紀
（
野
田
第
二

中
）・
城
田
あ
ゆ
（
関
宿
二
川

中
）・
松
尾
知
子
（
牛
久
下
根

中
）・
松
山
絵
梨
子（
取
手
第
二

中
）・
矢
口
裕
子（
竜
ヶ
崎
城
西

中
）・
渡
邊
和
美
（
藤
代
藤
代

中
）

電
卓
技
能
検
定
●
四
級
　
川

津
亜
子（
野
田
第
一
中
）・
小
森

美
砂
子（
取
手
第
一
中
）・
永
嶋

志
寿
恵（
鎌
ヶ
谷
第
四
中
）・
渡

辺
真
弓
（
取
手
第
一
中
）
●
五

級
　
稲
見
由
紀
（
藤
代
藤
代

中
）
●
七
級
　
安
蒜
ゆ
き
え

（
野
田
福
田
中
）・
坂
尾
陽
子

（
取
手
永
山
中
）・
内
山
礼
子

（
谷
和
原
小
絹
中
）・
坂
本
奈
津

樹（
守
谷
守
谷
中
）・
田
貝
悦
子

（
野
田
第
二
中
）・
長
妻
由
美
子

（
谷
和
原
小
絹
中
）

下：テレビ番組の録画より、上：入賞作品の発表（中央が本川さん）

と
製
作
の
技
術
が
認
め
ら
れ
た
結
果

で
あ
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
本
川
さ
ん
は
当
校
に
「
お
か
げ

さ
ま
で
、
全
国
洋
裁
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
日
本
デ
ザ
イ
ン
文
化
協

会
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
文
化
で
す
。

作
品
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
シ
ョ
ー

当
校
を
平
成
六
年
三
月
に
卒
業
し
た

本
川
恵
理
さ
ん
（
松
戸
和
名
ヶ
谷
中

学
校
⇩
正
心
実
業
専
門
学
校
高
等
部

⇩
杉
野
学
園
）
の
作
品
が
全
国
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
し
た
。
受

賞
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
服
を
製
作
す
る

過
程
は
、
八
月
三
日
に
テ
レ
ビ
東
京

の
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」
の

番
組
中
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
本
川
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス

ト
ベ
ス
ト
・
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト
は
本
皮

で
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
原
毛
か
ら
つ

く
っ
た
フ
ェ
ル
ト
で
、
柄
は
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
と
ブ
レ
ー
ド
で
作
っ
て
あ
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
に
ま
で
紹
介
さ
れ
る

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
七
月
の
取
材

の
と
き
は
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
学
校
に
も
伺
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
述
べ
た
。

「教育実習」
資格取得と共に

作品を完成させる充実感

評
価
を
終
え
た
上
級
生
と
一
年
生
の
グ
ル
ー
プ

正
心
実
業
専
門
学
校
高
等
部
で
は
、

年
に
二
回
「
教
育
実
習
」
の
期
間
が

あ
る
。
こ
の
実
習
は
上
級
生
が
一
年

生
を
指
導
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
決

定
・
製
図
・
仮
縫
い
・
布
選
び
・
裁

断
と
縫
製
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
・
発

表
と
評
価
を
行
う
。
一
年
生
に
と
っ

て
は
初
め
て
本
格
的
な
作
品
作
り
と

な
る
と
共
に
、
上
級
生
に
と
っ
て
は

「
准
教
員
資
格
」
取
得
の
た
め
の
単

位
と
な
る
。
ま
た
一
つ
の
作
品
を
製

作
す
る
課
程
を
一
年
生
と
上
級
生
が

共
に
経
験
す
る
こ
と
で
、
真
の
信
頼

関
係
も
培
わ
れ
て
く
る
よ
う
だ
。

卒
業
生
が
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
実
力
を

発
揮
！！
　
テ
レ
ビ
に
も
紹
介
さ
れ
る

作品を身につけた１年生

第 10号 1996年（平成 8年）8月 24日
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（1）

　
平
成
八
年
六
月
十
六
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
、
正
心
実
業
専
門
学
校
高

等
部
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
旅
行
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
日
常
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
日
本
と
異
な
る
文
化
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
街
の
中
の
移
動
は
、
少
人
数
の
班

に
分
か
れ
て
公
共
の
交
通
機
関
（
路

線
バ
ス
・
フ
ェ
リ
ー
・
モ
ノ
レ
ー
ル
）

を
利
用
す
る
。
料
金
の
支
払
い
方
や

乗
り
降
り
の
仕
方
、
車
内
で
の
地
元

の
人
た
ち
の
様
子
な
ど
、
日
本
と
の

習
慣
の
違
い
が
よ
く
分
か
る
。

　
全
員
で
の
食
事
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ら
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
自

分
の
顔
く
ら
い
大
き
な
ス
テ
ー
キ
、

カ
ニ
や
エ
ビ
等
の
シ
ー
フ
ー
ド
、
北

京
ダ
ッ
ク
等
の
中
国
料
理
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
学
習
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
飲
み
物
な
ど
を
買
っ

た
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
自

分
で
英
語
を
話
し
て
食
べ
物
を
求
め

て
み
る
と
、
通
貨
の
価
値
を
実
感
で

き
る
。

　
シ
ド
ニ
ー
の
名
所
と
し
て
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
全
員
が
こ
の
建
築

の
あ
る
風
景
を
ゆ
っ
く
り
と
ス
ケ
ッ

チ
し
た
。
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
変

化
す
る
、
風
や
光
の
様
子
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
終
日
に
は
、
恒
例
の
さ
よ
な
ら

パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
日

の
た
め
に
制
作
し
た
自
作
の
ド
レ
ス

を
身
に
着
け
、
ち
ょ
っ
と
大
人
の
自

分
を
感
じ
て
の
旅
行
の
し
め
く
く
り

で
あ
っ
た
。

　
公
共
の
バ
ス
で
街
を
移
動

　
記
念
の
ユ
ー
カ
リ
を
植
樹

　
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
て
乗
馬

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
あ
る
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ

　
こ
れ
か
ら
英
語
で
食
事
を
オ
ー
ダ
ー

修

学

旅

行

の

思

い

出

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
体
験

●
帰
国
後
の
「
修
学
旅
行
の
感
想
」
よ
り

○
困
っ
た
こ
と
は
？
　

・
言
葉
が
通
じ
な
い
・
お
金
の
出
し
方
が

わ
か
ら
な
い
（
両
替
、
コ
イ
ン
の
種
類
、

聞
き
取
れ
な
い
）・
食
べ
物
が
口
に
合
わ

な
い
・
浴
室
に
洗
い
場
が
無
い
の
で
使
い

に
く
い
・
シ
ャ

ワ
ー
だ
け
で
身

体
が
暖
ま
ら
な

い○
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
？

・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
に
英
語

が
通
じ
た
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
と
写
真
を

撮
っ
た
・
夜
に

友
達
の
部
屋

（
話
、
テ
レ
ビ
）・

景
色
（
シ
ド

ニ
ー
市
街
、

ハ
ー
バ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
、海
、
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、

自
然
、
夜
景
）・

珍
し
い
動
物

（
コ
ア
ラ
、
カ
ン

ガ
ル
ー
）・
ブ
ー

メ
ラ
ン
投
げ
・

牛
の
乳
搾
り
・

友
達
の
意
外
な

面
が
わ
か
っ

た
・
普
段
話
せ

な
い
人
と
話
せ
た

○
旅
行
前
に
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

こ
と
は
？

・
も
っ
と
英
会
話
（
話
せ
れ
ば
楽
し
い
）・

お
金
の
種
類
を
勉
強
・
シ
ド
ニ
ー
の
歴
史

調
べ
・
食
事
の
マ
ナ
ー

自作のドレスを身に着けてさよならパーティー

第9号 1996年（平成 8年）6月 28日
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ュ
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正
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実
業
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ニュース正心実業（2）

当
校
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
回
答

「
大
学
入
学
資
格
」
が
付
与
さ

れ
た
結
果

　
こ
の
資
格
が
付
与
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
等
専
修
学
校
の
卒
業
者
が
大

学
等
に
進
学
す
る
た
め
に
は
多
く
の

障
害
が
あ
っ
た
。
進
学
す
る
た
め
の

確
実
な
受
験
資
格
を
得
る
た
め
に

は
、
高
等
学
校
と
の
通
信
教
育
や
技

能
連
携
の
学
習
を
、
通
常
の
授
業
と

は
別
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
就
職
の
際
に
も
、
企
業
で
扱
わ

れ
る
基
準
に
一
定
の
も
の
が
な
か
っ

た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
が
、「
大
学
入
学

資
格
」
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
解
消

さ
れ
た
。
つ
ま
り
将
来
の
可
能
性
に

お
い
て
、
高
等
専
修
学
校
の
卒
業
者

が
高
等
学
校
の
卒
業
者
と
同
等
で
あ

る
と
、
文
部
省
か
ら
ひ
い
て
は
国
全

体
か
ら
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

門
は
可
能
な
限
り
多
様
で
幅
広
く
す

べ
き
で
あ
る
」
と
の
基
本
的
認
識
の

下
に
、「
修
業
年
限
３
年
以
上
の
高

等
専
修
学
校
の
卒
業
者
に
、
大
学
入

学
資
格
を
速
や
か
に
付
与
す
る
よ

う
」
政
府
に
求
め
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
は
、
同
年

十
月
、
①
修
業
年
限
３
年
以
上
②
総

授
業
時
数
２
８
０
０
単
位
時
間
以
上

③
普
通
科
目
の
総
授
業
時
数
が
４
２

０
単
位
時
間
以
上
の
要
件
を
満
た
し

た
高
等
専
修
学
校
の
卒
業
者
に
大
学

入
学
資
格
を
認
め
た
。
平
成
六
年
十

一
月
現
在
、
全
国
で
２
８
１
校
、
３

５
３
学
科
に
大
学
入
学
資
格
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。

「
大
学
入
学
資
格
」
が
付
与
さ

れ
る
ま
で
の
経
緯

　
臨
時
教
育
審
議
会
は
昭
和
六
十
年

六
月
、
教
育
改
革
に
関
す
る
第
一
次

答
申
で
、
大
学
入
学
資
格
の
自
由

化
・
弾
力
化
を
提
言
。「
高
等
教
育
の

　「
大
学
入
学
資
格
」
を
得
る
た
め
に
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
等

は
あ
る
の
で
す
か
？

　
当
校
で
定
め
た
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
し
て
文

部
省
か
ら
付
与
さ
れ
る
の
が
「
大
学
入
学
資
格
」
で
あ
る

た
め
他
の
こ
と
は
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
通
信
教
育
や
技
能
連
携
を
し
て
い
る
高
等
専
修
学
校
や

専
門
学
校
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
？

　
通
信
教
育
や
技
能
連
携
を
行
い
高
等
学
校
の
普
通
科
で

履
修
す
る
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
自
体
は
意
義
の
あ
る
こ

と
で
す
。
現
在
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
中
学
校

を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
就
職
す
る
人
が
多
か
っ
た
か
つ
て
で

は
、
企
業
教
育
と
し
て
導
入
し
て
い
た
会
社
も
多
く
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
専
門
学
校
と
い
う
の
は
、
高
等
学
校
に
比

べ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
に
自
由
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
専
門
学
校
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
こ
の
自
由
度
の
中
で
、
各
々
の
専
門
学
校
が
独
自
に

調
査
・
研
究
そ
し
て
判
断
を
し
て
、
導
入
さ
れ
た
結
果
で

し
ょ
う
。

　
正
心
実
業
専
門
学
校
は
デ
ザ
イ
ン
等
を
専
門
に
学
ぶ
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
正
心
実
業
で
得
た
「
大
学
入
学
資
格
」

で
進
学
で
き
る
の
は
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
学
校
だ
け
で
す

か
？

　
い
い
え
。ど
の
大
学
で
も
受
験
す
る
資
格
が
あ
り
ま
す
。

適
切
な
例
え
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
大
検
」
と
略

さ
れ
て
い
る
「
大
学
入
学
資
格
検
定
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
ね
。
当
校
卒
業
者
に
与
え
ら
れ
る
資
格
は
、
こ
の

「
大
検
」を
受
験
し
て
合
格
し
た
と
同
様
な
効
力
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
、
ど
の
大
学
で
も
受
験
す
る
資
格
が
あ
り
ま

す
。

　
就
職
を
す
る
場
合
に
高
卒
の
賃
金
は
い
た
だ
け
る
の
で

す
か
？

　
は
い
。
高
卒
と
同
等
で
す
。
当
校
の
例
と
し
て
こ
う
い

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。「
大
学
入
学
資
格
」
自
体
が
昭

和
六
十
年
に
で
き
た
制
度
で
す
か
ら
、
ま
だ
こ
の
資
格
を

ご
存
じ
で
な
い
会
社
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
校
で
説

明
を
し
官
報
等
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
会
社
側
か

ら
も
理
解
を
得
て
何
も
問
題
無
く
高
卒
と
同
等
に
待
遇
面

で
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
だ
希
な
ケ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
す
が
、
検
定
類
を
沢
山
取
得
し
て
い
た
卒
業

生
に
対
し
て
能
力
給
を
付
け
て
も
ら
い
、
高
等
学
校
の
普

通
科
を
卒
業
し
た
人
よ
り
も
少
し
給
与
を
多
く
い
た
だ
け

る
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。

　
国
家
試
験
等
を
受
験
す
る
と
き
の
受
験
資
格
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か
？

　
人
事
院
な
ど
が
直
接
実
施
す
る
国
家
試
験
に
お
い
て
も

高
校
卒
と
同
等
に
扱
わ
れ
ま
す
。

Q

▼

Q

▼
Q

▼

Q

▼
Q

▼
A

▼
A

▼
A

▼

A

▼
A

▼
「
大
学
入
学
資
格
」
は
、
通
信
教
育
や
技
能
連
携
と
は
異
な
り
、

定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
た
高
等
専
修
学
校
に
の
み
文
部
省

か
ら
付
与
さ
れ
る
独
自
の
資
格
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
の
将
来
に

沢
山
の
選
択
の
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
で
あ
る
。
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